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板
野
郡
農
業
協
同
組
合 

謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
方
に
は
、
ご
家

族
お
揃
い
で
輝
け
る
新
年
の
よ
き
門
出
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
、
当
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
、
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
は
、
世
界
的
な
気
候
変
動

や
人
口
増
加
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高
ま
り

に
よ
り
、
食
料
や
生
産
資
材
の
需
給
が
ひ
っ

迫
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
わ
が
国
の
食
料
自

給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

38

%

、
飼
料

自
給
率
は

26

%

と
、
多
く
の
穀
物
や
肥

料
・
飼
料
原
料
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
状

態
で
す
。
世
界
情
勢
が
緊
迫
の
一
途
を
た
ど

る
中
、
今
後
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

国
内
農
業
生
産
の
増
大
が
必
要
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。 

し
か
し
、
県
内
の
農
畜
産
業
は
、
世
界
情

勢
の
緊
迫
化
や
日
米
金
利
差
の
拡
大
に
よ
る

円
安
の
影
響
を
受
け
、
生
産
資
材
の
価
格
高 

騰
・
高
止
ま
り
が
経
営
に
大
打
撃
を
与
え

て
い
ま
す
。
既
に
、
営
農
の
継
続
が
困
難
と

な
り
、
廃
業
す
る
生
産
者
も
増
加
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
徳
島
で
は
、
国
内
の
農
業
生
産
者
が

安
心
し
て
、
今
後
も
営
農
が
継
続
可
能
と

な
る
よ
う
、「
農
畜
産
物
の
適
正
な
価
格
形

成
に
向
け
た
署
名
運
動
」
を
実
施
し
、
約

6

万

5

千
名
に
も
な
る
組
合
員
の
切
な

る
思
い
が
こ
も
っ
た
署
名
を
、
野
村
農
林

水
産
大
臣
に
直
接
手
渡
し
、
コ
ス
ト
上
昇

分
を
価
格
転
嫁
す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
早

期
実
現
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

は
、
国
内
の
消
費
者
に
、
生
産
現
場
の
窮
状

や
国
産
国
消
の
意
義
等
を
幅
広
く
広
報

し
、
国
民
を
巻
き
込
ん
だ
“
大
き
な
う
ね

り
”
と
し
て
、
実
効
性
あ
る
施
策
の
早
期

実
現
へ
国
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

一
方
、
当
Ｊ
Ａ
の
経
営
状
況
を
み
る
と
、

組
合
員
の
高
齢
化
、
低
金
利
政
策
の
継
続
、 

 

農
水
省
の
監
督
指
針
の
改
正
に
伴
う
共
済
推

進
方
法
の
見
直
し
、
循
環
型
農
業
の
推
進
な

ど
大
き
な
環
境
変
化
に
よ
り
、
利
益
の
確
保

は
一
層
厳
し
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
本
年
は
主
力
品
目
の
春
に
ん
じ
ん

が
昨
年
よ
り
数
量
・
平
均
単
価
で
上
回
り
好

調
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
販
売
事
業

以
外
の
事
業
総
利
益
は
全
て
前
年
を
下
回
る

状
態
と
な
っ
て
お
り
、
信
用
・
共
済
事
業
に
依

存
し
た
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
か
ら
の

脱
却
が
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
の
課
題
と
言
え
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
本
年

4

月
に
は
当
Ｊ
Ａ
が

存
続
組
合
と
な
る
「
Ｊ
Ａ
徳
島
県
」
が
、
新
た

に
誕
生
い
た
し
ま
す
。
９
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な

る
こ
と
で
、
経
営
基
盤
を
拡
大
し
、
知
識
を
結

集
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
、「
真

の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
、
事
業
展

開
に
創
意
工
夫
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。 

既
に
、
昨
年

12

月

5

日
に
は
、
役
員
推

薦
会
議
が
開
催
さ
れ
、
理
事
候
補
者

40

名
、

監
事
候
補
者

7

名
の
審
査
が
行
わ
れ
、
委
員

長
よ
り
役
員
候
補
者
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
1

月
理
事
会
で
の
協
議

を
経
て
、

3

月

12

日
の
臨
時
総
代
会
に
お

諮
り
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
合
併
を
契
機
と
し

て
全
役
職
員
が
「
組
合
員
の
、
組
合
員
に
よ

る
、
組
合
員
の
た
め
の
Ｊ
Ａ
」
の
協
同
組
合
の

精
神
を
志
と
し
て
事
業
に
邁
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
皆
様
の
ご 

指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

重
ね
て
ご
家
族
ご
一
同
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


